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「学校再開について」の岡山市の考え 

 

明日、４月７日から岡山市立小・中学校、岡山後楽館高等学校は再開する。 

密閉・密集・密接の「３密」を徹底的に回避したうえで、今週は午前中のみと

し、部活動は実施しない。 

なお、今回児童生徒に感染する恐れがあるとして保護者の不安が増している

ケースも見られる。したがって、保護者から登校を見合わせる旨の連絡が学校へ

あった場合には、当該児童生徒は「欠席扱い」とせず、「出席停止扱い」とする。 

 

 

１ 再開を判断した理由 

(1)  現在の岡山市では感染者が６名、うち感染経路不明の方が１名であり、

市内で蔓延しているわけではない。岡山市は国の新型コロナウイルス感

染症対策専門家会議が定義する地域区分で「感染確認地域」に該当し、

「３密を徹底的に回避する対策をしたうえで、感染拡大のリスクの低い

活動については、実施する」とされている。 

 

(2) 全国の感染状況をみると、これから岡山でもこの感染が拡大する可能

性を否定できない。今後、各学校が臨時休校になることも想定して、学

校内での適切な指導や相談しやすい関係を今、講じていかなければなら

ない。したがって、学校を再開し、担任と児童生徒がお互いを確認しあ

い、学校、学年、学級の組織づくりを行う必要がある。 

 

２ 学校における具体的な予防対策 

   「岡山市立学校の再開等について」のとおり 

   

３ 今後について 

   今後の感染拡大状況によっては、市全域、または地域を限定した臨時休校

を判断することもあり得る。 

  （４月１３日以降については，今週末の「新型コロナウイルス感染症対策本

部会議」で決定の予定。） 

 












